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五十崎町の小田)11をめぐるまちづくりの先導者である同町期工会の会長亀岡徹氏のお話

を開く機会に恵まれた。

小田JIIを近自然河川工法によって守ってゆこうとしている人むお話ということで期待し

ていたが意に違わず，その近自然ヱ法のあらましもさることながら、長年の経験の蓄積に

よって人を動かすすべも教えて頂いた。

商工会の青年部で「五十崎の憲法Jを作った。それは「美しい自然と人とネットワーク

をつくるJという法である。日頃考えない事実を掘り起こそうと皆で苦労した為に、 r Ii' 

美しい』という言葉には実態が無い・虚像である」という結論になるまで五年もかかった

という。そして、 『美しい』とは r生き物が多い、生物がいっぱい生存出来るJと定義し、

それは「人間が生きる為」と理由づけた。美しいとは万人が認める価値観に、生き物がい

っぱい生存出来ることが按底だという結論は、仏教む説く「生存の有難さ」に通じる。特

に密教の蔓陀羅の教えの中で r個々がお互いに{屈性を発揮しながら疲らし合い、そのもの
以上に照り輝き合う世界Jと同じ考え方だと思われる。

そして、その憲法を守忍為の行動基準は「人は信用せず愛することJ、 「多数決は存在

しないJ、 r言葉でもって、人が説得できるなどという妄想をいだいてはならないJ等、
長年に渡って協議を積み重ねた者でなければ出てこない深い意味合いのものになっている。

人間にとって「美しい」とは損・得問題であるから人それぞれの立場で皆考え方が違う。

町・県・国の担当者が変われば文、初めから説得仕直さなくてはならぬ。利害が加われば

拒否反応が起きる。その解決は、何と「ただひたすら待つJだと言う。但し、何もしない

わけではない。夜駆~t、朝駆け、商人のしつこさでくり返しお願いに行くのだという。

何と単純明快で、しかも思いも寄らぬことよ。簡単にはあきらめてはいけないのだとさ

とされた。人情に訴えるというのは慈悲の心にすがるということである。人は愛すること

という行動基準がここに有る。
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地域おこしの為に青年部が集まって協議し模り上げて行政に働きかける。そして町民に

呼びかける時には「かぐや姫伝説Jを利用したりして儀式と祭礼で取り仕切る。内なる協

力者としては哲学者・自然科学者・宗教者そして仲間が控えている。漬け物石運動・小田

)11原っば寄金・榔と石で護岸するなど、そむ成果を現場の小田J11'こ出て案内して頂いた。
小雨降りしきる中、襲秋橋からあけぼの橋・山王橋まで左右の両岸を見学して図った。コ

ンクリートでない自然の石を利用して出来るだけ自黙に近い形でそれは出来ていた。いや、

意外なものをそこ記見た。確か記漬け物石や自然石を使ってはいるがコンクリートに議り

留められて見るも無惨な表面的な美しさだけに終わっているのだ。定規で計ったような直

線とすっきりと区制された庭麗がそこに広がっていた。

案内役の女性がこぼす。これが限界なのです、と。乙れでも頑張っているのですよ、と。

国や県の設計者は、強度が足りないから、とか見た自の美しさ、とか!日来の土木建築技婿

f で造成する域を出ない。議け負い業者のあつれきも有る。そんなことで、 JIIべりの道が市

街地のカラー舗装の歩道の様であったり、ヂザインにこり過ぎて、かえって歩きにくい自

然石混じりの歩道であったり階段になっている。土のままが良い所まで高そうな石を使っ

ている。親水ゾーンは底に土が無くてコンクリートで塗り間められている。榔は低く植え

られ過ぎて水に根を洗われそうである。

山玉橋より下流は手っかずの様である。それを見たとき思った。{可もしない方がいいの

では、と。しかし行政がJIIべりの木を切り、治水工事として次々と自然を破壊してゆこう

とするのを食い止める為に彼らは活動しているのである。少々裏目に出たとしても、こう

して実績を積んでゆくことが大切なのだと思った。
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重量

付ヘ
2)ヨ25呂、諦めてくらしの学習会に参加させていただ窪ました。
北条市民の会jむ代議、中村ミヤ子きんと、 r漕ゴJんLフ;場場と iりjゾゾ、一ト法を考える愛鰻操j箆箆の会j

事務掲のE中ド野鈴Z褒震吉んむおニλ人今が講鏑として合{梯拝匂持埠化措L記こついて話をしててh下吉いまし

j州i付iやi鴇聾G的持寺染が掛題になつて久しくなり2ま主すす禽が、工場排水会苦難々 信法的規制経受けている

現謀、水の汚染の最大の癌国詰家擦がらお排水;であると額輩、 S善的苦i書締まる患いがしまし

た。いままで部となくJ!Iや海の汚れの療臨は工場排水と患っていましたものですから。
}J立の汚れ老衰すむ託、 B0 D (生鞠化学的職議要求霊童〉という単位があ号、これ拭む持

ぜて分解すると:2華鏡う霊堂審議のことで、{遣が高いiまど持おがひどい
おODは、 PPM(開/ZZ〉として讃擦で表すときと、 mgやgと

して、総量で表す時がお静ます。こ出誌か、 J1<む持れ試!)ンや窒素出量や、 COD (化学的

あちます。家建からの排水をBODでみると

昌平ま需品。 gであり、そむ内訳註生活雑排 27g" トイレか込の持れ 13gとなる

事Ijえば、コップれまいの牛乳を識すとBOD拭15.6 g、議槽3杯分もQ)iJ立で
。

とu、
3裏手喜合部j事化樺

3つむ方法1;1ありますが、現荘、行設が一番熱心記進めている自力言、訟の公共下水道です

これは計離かる実施までは、とても長い年月と喜善大な公的費関がかかる上、各家屋きから

の排水辻、ずっと管の中を通るため、持がまわ号事2持容ないという利点ととも位、近くの

小)!I ~むまえkを慨しない詮め、小)11時撃が誠少するという欠点もあるようです。その点、

戸別出合静j斜と捕の場合、各々の家騒に合{井捧イヒ措者設置できるだけの敷地があ号、決輔さ

えすれば、すぐにでも時吐きれ金排水〈中村さんや矢野さん遣がすすめておられるASAH

I SYSTEMだと排水は lppm近くまで静仕されるとの;;zとです。〉華鏡すこと

来ます。ただこむ場合、公共下水道的問予定刊が品る所にはまま的措艶金が出定まいため、{盟人

的記 100万円近くの出費と、年間2.....3万円出管理費が必要です。ちなみ広重信町では山

之内地区だけが捕動金の対象と諮っているのだそうです。そむ為、各家寵で法トイレだけを

処理する単独捧仕槽吾設置する場合が話番くなってきた離ですが、これ誌がえって)11や趨荘、汚

すことになるそうです。又、合併主主理鰭北礎的場合、薄化された排水は車の読ま事や羅へむ散

水、トイレの読しJk等に1)サイクんできるとねことです。特位、この排水はりンや蜜棄が豊

富訟ので家捷iこまけ試臆料としても有効とのことでしたが、リンや議棄が豊富であるのなら

リサイクjしは丹可能押ではなく押義務付になるのではないかと感じました。 I}ンや窒棄は揮

71<の富栄養{とにつながるので誌ないでしょうか。

午後むひととき、盟関もさせていただきながら、以前から興味のあった合併静化措のお話

がうかがえたことは大変幸せでした。そして、押くらしの学習会
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;意と、そういう友人に葱まれた私の運の良さ謹言語してい・るととろ

しの手i援対で合{井静化譜託ついて読んだ、こと紅患い出し、ょう

8年、 13号 (4--5月号〉でした"6 

がら読み進なと、この問、河む変化もないことにびっくりし

変先的激しい今の世の中な的立;識やj持者持き主主いj という、

(，) 

"，j 

12え前戸くち

ると l包g

ろう

ますれ猶の屈のように

と立競し

iま簡も変わらないのが現実ということなのでしょうか。どの騒な方ちらであfノi川 Z日も皐く完

全Lこ持-1仁容ねた*毛色揚へ、 JIIへ返すことがで古る告が来苓こと者援工てやみません。

続遣も中 φ 高校出壊、{呆纏体育の保鍵でBOD、COD叱食物遠鏡、環

るかJ審体みL乙鱒書する

る予{議室事0)擁立連立乙

(4) 

、与 Eま
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ちまえむこと老議たちまえと感¥.:iiら
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-...."，. 下水道vぉ合静捧化構 みれ
これまで、の抑公共下水道さえつ ~tkf'タという夢はここに来て

きているようです。全額的にみても葉大設費患が投入されているにも

工事拭遅々として進みませんG ご的問調や河]1日立家賠雑排水の涜入、

う単独浄化構の普設などでますます誇れがひどくなっています。また、下水道事

えつげばJIIや海の持染が者く在るわでは者く、その11<費基準が2むppmと

いため、訂しろ鑓理71くが持主義諜にもなっていることがわかってきましん。

これに対し新たな可能性として、経費が安〈、工期が媛いlj¥聖合辞捧化槽が登

場し実績を上ザ始めました。これは各戸で設寵し、課長立と家庭雑斡本を叩 4轄に処

るものです。さらに高性能小型合併静化構〈石井式論環システムによる)

開発され、その長生理本の本襲め農さ (1-， 5pp血〉と中本として手H揮できるメ

ワットから韓三衰の展望が見えてきつつありま y 。

建設費

〈一戸あたり

宅亙二南青堅二主竺竺竺竺-
500-600万丹 80-85万円

縄人員誼 本管につなぐ費用

各戸で異なる

捕助金のあるところ i補勘金のあるところ
45万円程度 55万一

設置期間 10年一30年 2-3臼 2-3日

処理* /BOD20pp血以下 IBOD5-20ppm!BOD5ppm 

リサイクル !不可能 不可能 (山総)
ロ能皇陛等

参考資料:寺下水道革命J、 「静化槽革命j、ゴルフ場・リゾート会報 (M.}V1) 
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単独、浄化槽

し尿のみ処理する捧化槽。もともと下水道設

置までの間に合わせとして普及。水枕トイレを

使用している人の約半数で穫期されている。し

かし処理水基準はBOD90ppmと甘く、そ

れさえ守られていないこともある。海や河JHの
持染の原因のひとつとなっている。(IV¥.M)
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